
 
 

議案第２８号 

 

 

町田市文化財保護条例施行規則の一部を改正する規則について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ２０２０年９月１６日提出 

                                       町田市教育委員会 

                                      教育長 坂本 修一 

 

 

 

 

（提案理由説明） 

  本件は、町田市文化財保護条例の改正に伴い、町田市文化財保

護審議会の会議及び書面による調査審議に関する規定を整備す

るため、改正するものです。 

  なお、この規則は、令和２年（２０２０年）第３回市議会定例

会に上程している町田市附属機関の災害時等における審議等の

実施のための関係条例の整備に関する条例の可決が条件になり

ます。 

   



別紙のとおり、町田市文化財保護条例施行規則を一部改正したい。 

なお、改正の概要は、次のとおりです。 

１ 改正理由 

町田市文化財保護条例の改正に伴い、町田市文化財保護審議会の会議及び書面に

よる調査審議に関する規定を整備するため、改正するものです。 

２ 改正内容 

改正の内容は、次のとおりです。 

（１）審議会の会議に関する規定を加えます。（改正後の第２０条関係） 

（２）審議会の招集通知に関する規定を加えます。（改正後の第２１条関係） 

（３）審議会の書面による調査審議に関する規定を加えます。（第２２条関係） 

（４）その他文言の整理を行います。 

３ 施行期日 

公布の日から施行します。 

４ 補足説明 

この規則は、令和２年（２０２０年）第３回市議会定例会に上程している町田市

附属機関の災害時等における審議等の実施のための関係条例の整備に関する条例

の可決が条件になります。 

よって、当該条例が可決されたときに、この規則を速やかに公布できるよう、あ

らかじめ意思決定を得ておく必要があるため、審議をいただくものです。 



町田市文化財保護条例施行規則の一部を改正する規則 

町田市文化財保護条例施行規則（昭和５３年８月町田市教育委員会規則第７号）の

一部を次のように改正する。 

次の表に掲げる規定の下線を付した部分について改正する。 

改正後 改正前 

（滅失等の届出） （滅失等の届出） 

第９条 条例第８条（条例第２９条及び第３６

条において準用する場合を含む。）の規定に

よる市指定有形文化財、市指定有形民俗文化

財又は市指定史跡旧跡名勝天然記念物が滅失

し、毀損し、亡失し、又は盗み取られたとき

の届出は、第１１号様式によるものとする。 

第９条 条例第８条（条例第２９条及び第３６

条において準用する場合を含む。）の規定に

よる市指定有形文化財、市指定有形民俗文化

財又は市指定史跡旧跡名勝天然記念物が滅失

し、き損し、亡失し、又は盗み取られたとき

の届出は、第１１号様式によるものとする。 

２ 略 ２ 略 

（維持の措置の範囲） （維持の措置の範囲） 

第１４条 条例第１４条第２項（条例第３６条

において準用する場合を含む。）に規定する

維持の措置の範囲は、次に掲げるとおりとす

る。 

第１４条 条例第１４条第２項（条例第３６条

において準用する場合を含む。）に規定する

維持の措置の範囲は、次に掲げるとおりとす

る。 

（１）市指定有形文化財又は市指定史跡旧跡名

勝天然記念物が毀損し、又は衰亡している

場合において、その価値に影響を及ぼすこ

となく、当該市指定有形文化財又は当該市

指定史跡旧跡名勝天然記念物を、その指定

当時の原状（指定後現状変更の許可を受け

たものについては、当該現状変更後の原状）

に復するとき。 

（１）市指定有形文化財又は市指定史跡旧跡名

勝天然記念物がき損し、又は衰亡している

場合において、その価値に影響を及ぼすこ

となく、当該市指定有形文化財又は当該市

指定史跡旧跡名勝天然記念物を、その指定

当時の原状（指定後現状変更の許可を受け

たものについては、当該現状変更後の原状）

に復するとき。 

（２）市指定有形文化財又は市指定史跡旧跡名

勝天然記念物が毀損し、又は衰亡している

場合において、当該毀損又は当該衰亡の拡

大を防止するために、応急の措置を執ると

き。 

（２）市指定有形文化財又は市指定史跡旧跡名

勝天然記念物がき損し、又は衰亡している

場合において、当該き損又は当該衰亡の拡

大を防止するために、応急の措置を執ると

き。 

（３）市指定史跡旧跡名勝天然記念物の一部が

毀損し、又は衰亡し、かつ、当該部分の復旧

が明らかに不可能である場合において、当

該部分を除去するとき。 

（３）市指定史跡旧跡名勝天然記念物の一部が

き損し又は衰亡し、かつ当該部分の復旧が

明らかに不可能である場合において、当該

部分を除去するとき。 

（審議会の会議）  



第２０条 条例第４８条に規定する町田市文化

財保護審議会（以下「審議会」という。）は、

必要に応じ会長が招集する。 

 

２ 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時

委員（以下単に「臨時委員」という。）の過半

数が出席しなければ、会議を開くことができ

ない。 

 

３ 審議会の議事は、出席した委員及び臨時委

員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

会長の決するところによる。 

 

４ 会長は、必要があると認めるときは、審議

会に委員及び臨時委員以外の者の出席を求め

ることができる。 

 

 （審議会の招集の通知）  

第２１条 会長は、審議会の会議を招集しよう

とするときは、次に掲げる事項をあらかじめ、

委員及び臨時委員に通知する。 

 

（１）開催日時 

（２）開催場所 

 

（３）議題  

（審議会の書面による調査審議）  

第２２条 第２０条第１項の規定にかかわら

ず、会長は、災害その他のやむを得ない理由

により会議を開くことができない場合におい

て、必要があると認めるときは、書面による

調査審議を発議することができる。 

 

２ 書面による調査審議は、委員及び臨時委員

の過半数が同意しなければ、実施することが

できない。 

 

３ 書面による調査審議における審議会の議事

は、委員及び臨時委員の過半数が当該書面に

よる調査審議に参加した上で、当該参加した

委員及び臨時委員の過半数をもって決し、可

否同数のときは、会長の決するところによる。 

 

４ 会長は、書面による調査審議において、必

要があると認めるときは、委員及び臨時委員

以外の者に書面による意見を求めることがで

きる。 

 

（審議会の部会） （町田市文化財保護審議会の部会） 



第２３条 条例第５５条の規定により、審議会

に次の部会を置く。 

第２０条 条例第５７条の規定により、町田市

文化財保護審議会（以下「審議会」という。）

に次の部会を置く。 

略 
 

略 
 

２・３ 略 ２・３ 略 

（標識等の管理） （標識等の管理） 

第２４条 条例第５６条の規定により、標識又

は説明板を管理する者（次項において「標識

等の管理者」という。）は、これが亡失し、

破損し、又は汚損したときは、速やかに教育

委員会に報告しなければならない。 

第２１条 条例第５８条の規定により、標識又

は説明板を管理する者（次項において「標識

等の管理者」という。）は、これが亡失し、破

損し、又は汚損したときは、速やかに教育委

員会に報告しなければならない。 

２ 略 ２ 略  

 第１１号様式中「き損」を「毀損」に改める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 



 部分は改正部分 

町田市文化財保護条例施行規則（改正後） 

第１１号様式（第９条関係） 

年  月  日 

 町田市教育委員会 様 

住 所 

氏 名             印 

 

文 化 財 の 滅 失 等 の 届 

町田市※１ 
指定

登録
         文化財が下記のとおり※２     した

ので届け出ます。 

記 

１ 文化財の名称及び員数 

 

２ 届出事実の発見年月日 

 

３ 届出事実の状況 

 

４ 届出事実の発見後の処置 

 

５ 今後の処置についての希望 

 

６ その他参考となる事項及び資料 

 

（注）１ 様式中の※１印の箇所は、該当しない事項を抹消すること。 

２ 様式中の※２印の箇所は、「滅失」、「毀損」、「盗難」、「亡失」又は「衰亡」

等の届出の事由について記入すること。 



 部分は改正部分 

町田市文化財保護条例施行規則（改正前） 

第１１号様式（第９条関係） 

年  月  日 

 町田市教育委員会 様 

住 所 

氏 名             印 

 

文 化 財 の 滅 失 等 の 届 

町田市※１ 
指定

登録
         文化財が下記のとおり※２     した

ので届け出ます。 

記 

１ 文化財の名称及び員数 

 

２ 届出事実の発見年月日 

 

３ 届出事実の状況 

 

４ 届出事実の発見後の処置 

 

５ 今後の処置についての希望 

 

６ その他参考となる事項及び資料 

 

（注）１ 様式中の※１印の箇所は、該当しない事項を抹消すること。 

２ 様式中の※２印の箇所は、「滅失」、「き損」、「盗難」、「亡失」又は「衰亡」

等の届出の事由について記入すること。 
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